
各位                               平成２４年７月 

 
３Ｒ推進団体連絡会（公開ヒアリング担当） 

ＰＥＴボトルリサイクル推進協議会 近藤 方人 

 

「容器包装３Ｒに関わる公開ヒアリング」について（ご案内） 

 
拝啓  時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

私ども「３Ｒ推進団体連絡会」は、容器包装３Ｒの円滑な推進と普及啓発を行うと共に、加盟団

体相互の情報交換を図り、社会貢献することを目的として、容器包装８素材の団体が 2005 年に設

立した任意団体です。これまで、容器包装３Ｒ推進フォーラム・市民セミナー、消費者意識調査、

事業者による自主行動計画策定・推進等さまざまな事業に取り組み、自治体・消費者の皆さまにも

ご協力をいただいており、深く感謝を申し上げます。 
当会では、22 年度より市民団体・学識者・自治体関係者等ステークホルダーに集まっていただ

き、よりよい容器包装３Ｒ制度のあり方を話し合うため「容器包装３Ｒ制度研究会」を設けました。

引き続き今年度は「研究会のまとめ」について、より多くの皆さまからご意見をいただきたく、『公

開ヒアリング』を開催したいと考えています（※詳細は裏面を参照ください）。 

同封いたしました「報告 容器包装３Ｒ制度研究会まとめ（概要版）」をご覧いただき、ぜひ公開

ヒアリングへのご参加をご検討ください。なお、当日ご都合が悪い方も、別紙「まとめに対するご

意見」によりご意見をいただければ幸いです。                     敬具 
 

■□容器包装３Ｒ制度研究会では、以下のような３テーマについて議論しました□■ 

 
  

 

 

消費者：環境配慮容器包装を採用している商

品・企業を選択する 
消国者：自治体の処理コストを統一的に評価で

きる仕組みを整備し普及させる 
自治体：分別収集・選別保管コストを透明化し、

情報を公開する 
事業者：環境配慮設計の商品を増やし、消費者

が選択できるように情報発信する 
など

責任分担そもそも論  

 

①環境負荷の低減：LCA 比較では、材料リサ

イクルの優位性は認められない 
②資源の有効利用：材料リサイクルの用途は

限定的 
③再商品化コスト：ケミカルリサイクルの方

が落札単価が大幅に安い 
④分かりやすさ：リサイクルの実態が本当に

伝えられているか？ 
⇒材料リサイクル優先継続の合理的理由は？ 

プラの再商品化手法 

 

 

事業者費用の増大は、ﾘｻｲｸﾙｼｽﾃﾑの効率化並びに社会的コストと環境負荷の低減に繋がるか？ 
 合理的な理由があれば、費用分担割合の変更も否ではない 
 多様な民間主体の回収システムを促進すべし 
 自治体は、品目別の比較可能な廃棄物会計を導入・公開すべし 
 事業者は環境配慮設計を推進すべし、消費者は環境配慮製品を購入すべし     など 

容器包装リサイクル制度におけるＥＰＲ 

詳細は、同封の「研究会まとめ（概要版）」をご覧ください



 

 

名開催称：容器包装３Ｒに関わる公開ヒアリング（関西会場） 

趣開催旨：容器包装３Ｒ制度研究会のまとめに対し多様な立場の方々からご意見をいただき、認識を共

有することを目的としています 

開催日時：平成２４年８月２８日（火） １３：００～１６：００ 

開催場所：京都大学楽友会館 会議・講演室（２階）  京都市左京区吉田二本松町 

     （京都駅より市バス 206 系統「東山通北大路バスターミナル行き」乗車、「近衛通」下車徒歩すぐ） 

参加対象：自治体関係者、市民団体・市民、有識者（定員５０名） 

プログラム： 

１３：００    開会・主催者挨拶 

１３：１０    報告：事業者による容器包装３Ｒの取組状況 

１３：３０    解説：「研究会まとめ」について： 

神戸大学大学院石川雅紀教授 

１４：２０    公開ヒアリング 

１６：００    閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ※ http://www.dynax-eco.com/からもインターネット経由でお申込みいただけます 

                             申し込み日    年  月  日 

ふりがな  自治体名・所属部課名、もしくは団体名 
 

名前 
 

  

 

 
住所 

 

〒 

電話 
（携帯可） 

  

FAX 
  

Email 
 

 

ご意見 

 

 事務局（申込・お問合わせ先） 
ダイナックス都市環境研究所   東京都港区西新橋 2-11-5 TKK 西新橋ビル 3 階  
TEL 03-3580-8221 FAX 03-3580-8265  Email  ikari@dynax-eco.com（担当：碇、南） 

 
容 器 包 装 ３ Ｒ に 関 わ る 公 開 ヒ ア リ ン グ （京都会場） 

ＦＡＸお申し込み用紙 

ＦＡＸ ： 03-3580-8265 

参加無料 先着順 

◆参加をご希望される皆さまへのお約束とご連絡◆ 

１．参加される皆さまが、何らかの資料配布をご希望される場合、当日印刷した資料をお

持ちください。事務局にて参加の皆さまへ配布いたします 

２．発言要旨は、開催後ＨＰ等で公開（発言者氏名非公開）いたします。公開前には参加

者に内容の事前チェックをしていただく予定です（原則、メールによるご連絡とします）

３．定員５０名を大きく上回った場合、１団体から１名といった参加者制限をお願いする

場合があります（原則、先着順で受付をいたします） 

８月２６日（日）締切!!

● ● ● 

配布希望の資料はありますか？（１つに○）    ある    ない 


